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は
し
が
き

明
治
以
降
、
資
本
主
義
経
済
体
制
の
確
立
、
発
展
に
伴
っ
て
、
農
業
に
お
け
る
商
品
生
産
も
次
第
に
旺
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
桑
は
米
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と
な
ら
ぶ
代
表
的
な
商
品
作
物
で
、
本
邦
に
お
け
る
商
業
的
農
業
発
展
の
推
進
力
と
な
っ
た
。
畑
作
物
の
盛
衰
交
替
は
、
明
治
後
半
期
に

な
る
と
顕
著
に
現
わ
れ
て
く
る
が
、
そ
れ
は
、
桑
園
の
激
増
と
実
綿
そ
の
他
の
工
芸
作
物
お
よ
び
各
種
の
自
給
作
物
の
減
少
に
よ
っ
て
特

色
づ
け
ら
れ
る
①
O

筆
者
は
先
き
に
、
桑
園
を
中
心
と
し
た
作
物
の
組
み
合
わ
せ
を
指
標
に
と
っ
て
、
明
治
期
に
お
け
る
本
邦
の
土
地
利
用
の
推
移
に
つ
い

て
分
析
し
た
②
O

そ
の
結
果
、
桑
園
は
時
代
的
に
は
明
治
後
半
期
に
、
地
域
的
に
は
東
山
、
関
東
、
東
北
の
各
地
方
に
お
い
て
激
増
し
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
土
地
利
用
上
よ
り
み
た
桑
園
景
観
の
発
展
を
統
計
的
に
把
え
た
に
止
ま
っ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
、
更
に
、
養
蚕
業
の
他
の
部
門
を
も
考
麗
し
て
養
蚕
地
域
を
決
定
L
、
明
治
期
に
お
け
る
養
蚕
地

域
成
立
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

( 
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養
蚕
地
域
の
設
定

一
般
に
、
養
蚕
地
域
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
桑
園
面
積
や
養
蚕
戸
数
を
指
標
と
し
て
使
う
こ
と
が
多
い
。
農
林
省
で
は
、
養
蚕
農
家

普
及
率
(
全
農
家
中
に
占
め
る
養
蚕
農
家
の
百
分
率
)

五
%
以
上
を
「
養
蚕
地
域
」
と
し
、
更
に
、
三

O
M以
上
を
「
主
産
地
域
」
と
規

定
し
て
い
る
@
o

こ
れ
は
、
時
代
的
に
は
第
二
次
大
戦
後
の
養
蚕
業
の
衰
退
期
(
一
九
五

O
年
)

に
関
し
て
、
地
域
的
に
は
全
国
を
対
象

と
し
て
郡
段
階
の
資
料
に
基
づ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
又
、
筆
者
は
、
埼
王
県
の
場
合
に
は
、
市
町
村
段
階
の
分
析
結
果
を
用
い
て
桑
園

率
一

O
M以
上
を
養
蚕
地
域
と
し
た
@
o

前
者
は
養
蚕
業
の
普
及
状
況
を
、
後
者
は
土
地
利
用
景
観
を
指
標
と
し
て
設
定
し
た
類
型
で
あ

る
O 

こ
の
二
つ
の
指
標
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
用
い
た
ら
適
当
か
否
か
は
、
対
象
地
域
の
拡
が
り
ゃ
研
究
目
的
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。



概
し
て
、
府
県
又
は
そ
れ
以
下
の
狭
い
地
域
を
研
究
の
対
象
と
し
て
、
市
町
村
段
階
又
は
よ
り
小
地
区
に
分
析
し
て
い
く
場
合
に
は
、

ど
ち
ら
を
用
い
て
も
結
果
と
し
て
は
大
き
な
差
は
生
じ
な
い
。

し
か
し
、
全
国
を
対
象
と
し
て
養
蚕
地
域
を
設
定
す
る
場
合
に
は
、
桑
樹
の
品
種
お
よ
び
仕
立
法
、
年
聞
に
お
け
る
桑
葉
の
利
用
可
能

期
間
、
桑
園
の
経
営
規
模
、
蚕
旧
ん
の
飼
育
時
期
と
回
数
お
よ
び
掃
立
規
模
な
ど
の
地
方
毎
の
相
違
が
大
き
い
の
で
、
桑
園
の
生
産
力
や
養

蚕
の
経
営
規
模
の
地
域
差
が
著
し
い
⑤
O

従
っ
て
、
桑
園
率
と
養
蚕
農
家
普
及
率
が
必
ず
し
も
平
行
関
係
に
な
い
。
例
え
ば
、
桑
園
率
の

み
を
指
標
に
用
い
る
と
、
粗
放
的
な
立
通
桑
園
の
多
い
地
方
は
集
約
的
な
根
刈
桑
園
地
帯
よ
り
も
過
大
に
評
価
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

け
だ
し
、
立
通
桑
園
地
帯
の
桑
園
生
産
力
の
低
い
こ
と
が
無
視
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
養
蚕
農
家
普
及
率
の
み
を
用
い
る
と
、
小

明治年代における本邦の養蚕地域の成立

規
模
養
蚕
地
帯
が
過
大
に
評
価
さ
れ
や
す
い
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
指
標
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
一
つ
だ
け
を
用
い

て
養
蚕
地
域
を
設
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
o

さ
り
と
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
指
標
は
か
な
り
異
質
な
概
念

で
あ
る
か
ら
、

一
つ
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
も
難
点
が
あ
る
o

そ
こ
で
、
別
な
指
標
を
考
え
て
み
よ
う
。
元
来
、
養
蚕
経
営
の
目
的
は
繭
の
生
産
に
あ
り
、
養
蚕
農
家
が
桑
園
を
つ
く
り
、
蚕
を
飼
う

の
は
、
そ
の
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
o

従
っ
て
、
養
蚕
地
域
を
設
定
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
は
、
桑
園
面
積
(
桑

園
率
)
や
養
蚕
戸
数
(
養
蚕
農
家
普
及
率
)
と
な
ら
ん
で
、

い
な
、
む
し
ろ
、
産
繭
量
の
方
、
が
よ
り
適
し
て
い
る
筈
で
あ
る
o

と
こ
ろ
が

従
来
は
大
雑
把
な
設
定
に
、
産
繭
量
の
絶
対
額
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
@
o

こ
れ
は
産
繭
量
か
ら
導
か
れ
た
比
例
数
円
注
)

の
な
か
に
、
養
蚕
の
普
及
発
展
度
を
表
わ
す
も
の
が
簡
単
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
桑
園
一
反
歩
当
り
収
繭
量
は

養
蚕
業
の
生
産
力
水
準
を
把
え
る
た
め
の
良
き
指
標
と
な
る
が
、
養
蚕
地
域
設
定
の
指
標
と
し
て
は
適
当
で
な
い
。
ま
た
、
養
蚕
農
家
一

49 

戸
当
り
収
繭
量
も
経
営
規
模
を
表
わ
す
指
標
と
な
る
が
、
養
蚕
地
域
設
定
の
指
標
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
養
蚕
地
域
を
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
養
蚕
業
の
旺
ん
な
地
域
を
特
別
に
他
か
ら
区
別
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
養
蚕
業
が
旺
ん
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
量
的
と
質
的
の
二
つ
の
方
向
か
ら
把
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
量

的
側
面
を
担
え
る
た
め
に
は
産
繭
量
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
質
的
側
面
を
把
え
る
た
め
の
指
標
を
如

何
に
導
き
出
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

い
う
ま
で
も
な
く
、
繭
生
産
の
基
礎
は
、
先
ず
第
一
に
蚕
の
飼
料
と
し
て
の
桑
葉
の
生
産
に
あ
る
。
し
か
も
、
桑
葉
の
生
産
は
耕
地
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
桑
園
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
o

従
っ
て
、
或
る
地
域
で
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

単
位
耕
地
面
積
当
り
収
繭
量
に
よ
っ
て
判
定
で
き
る
筈
で
あ
る
o

勿
論
、
耕
地
は
す
べ
て
の
農
業
生
産
の
基
礎
で
あ
り
、
水
田
、
普
通
畑
、

果
樹
園
、
茶
園
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
し
、
繭
は
養
蚕
経
営
と
い
う
一
農
業
部
門
の
生
産
物
に
す
ぎ
ず
、
耕
地
と
繭
の
聞
に
は
、
複
雑

な
中
間
項
、
例
え
ば
桑
園
率
、
養
蚕
農
家
、
桑
園
の
生
産
力
水
準
、
育
蚕
能
率
な
ど
が
介
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
複
雑
な
中
間
項
が
介

在
す
る
か
ら
こ
そ
、
逆
に
単
位
耕
地
面
積
当
り
収
繭
量
が
指
標
と
し
て
の
妥
当
性
を
も
つ
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
c

け
だ
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
桑
園
の
生
産
力
水
準
と
桑
園
率
の
両
者
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
、
養
蚕
経
営
の
目
的
で
あ
る
繭
生
産
を
基
礎

に
し
た
比
例
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
o

従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
単
位
耕
地
面
積
当
り
収
繭
量
(
耕
地
面
積
一
町
歩
当
り

収
繭
量
)
を
用
い
て
、
質
的
側
面
か
ら
の
養
蚕
地
域
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
o

以
下
、
こ
れ
を
養
蚕
業
指
数
と
呼
ぶ
。

(
注
)
比
例
数
の
場
合
収
繭
量
と
呼
び
、
絶
対
値
の
産
蔽
量
と
区
別
す
る
。

( 
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明
治
末
期
の
養
蚕
地
域

明
治
末
期
の
本
邦
の
養
蚕
地
域
を
設
定
す
る
た
め
に
、
先
ず
、

一
九
一

O
年
次
の
各
府
県
統
計
書
を
利
用
し
て
、
郡
別
の
養
蚕
業
指
数
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南佐久 I 33.5 
北佐久 23.2

小県 I 50.7 
諏訪 I 54.2 

上伊那 I 37.9 
下伊那 51.7 

西筑摩 I 26.9 

東筑摩 I33.3 
南安曇 I 29.1 

北安企 I 15.4 
更級 I 33.8 

塙科 I 65.7 
上向井 I 41. 0 
下高井 17.4

上水内 I 15.1 

稲葉 24.1
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カ日 茂 22.7 × 8.3 5.3 4.3 1.0 4.9 3.0 22. 

可 ノ!日レ 27.1 × 7.8 (0.6) 2.5 1.6 2.2 0.0 21. 

首H!... " 宮 那 47. 1 × 10. 1 (3.3) 8.9 5.9 5. 7 2.0 26. 

益 回 22.0 × 18.2 41. 8 2.2 2.9 4.4 12.4 29. 

dF= I 城 10.8 × 10.9 22. 7 2.4 3.8 4.4 9.4 26. 

賀 茂 21. 7 13.5 (1.2) (0.9) 2.5 2.0 0.0 0.0 26. 

回 方 14. 1 11. 6 (1. 3) (0.9) 3.0 3.2 0.0 0.0 15. 

駿 東 12.7 11. 0 (1.4) (3.0) 3.2 4. 1 1.1 0.0 18. 

富 土 8.7 (4.4) (1. 0) (1. 3) 2.5 1.8 0.0 0.0 12 

磐 |茸 14.6 8.2 (0.0) (1.1) 4.9 4.8 1.2 0.0 7. 

折、 名 22.3 13.3 (0.7) (0.2) 8.3 6.9 0.0 0.0 11 
位」 21. 5 ((7.6)) (1.0) (2.0) 2.5 1.1 0.0 0.0 12. 

東春日井 16.4 (2.0) (1. 6) 6.2 0.6 1.2 10. 

西春日井 9.0 14. 7 (0.8) 2. 7 3.3 0.0 10. 

丹 羽 18.0 16.6 7.8 (1. 7) 7.6 4.9 5.4 1.3 19. 

葉 粟 22.9 20.7 18.8 2.5 1.8 3.9 21. 

中 島 7.8 6.0 (0.5) 3.3 2.3 0.0 6. 

幡 王Z 10.9 10.4 (0.4) 7.6 3.2 0.0 12. 

額 回 9.7 22.5 (0.7) 3.3 5.3 0.0 15. 

西加茂 13.2 10.9 (2.2) (0.5) 5.2 2.4 1.1 0.0 21 

北設楽 10.6 22.8 ((5.6)) 
(0.6) 

2.0 3. 1 1.8 17. 

南設楽 (5.1) (1. 1) 
0.0 

12.3 2.0 0.0 0.0 17. 
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鈴 鹿

一 志
阿 山

名 賀

阪 田

東浅井

伊 香

フミ 日

何 鹿

加 佐

城 崎

養 父

:7.k 上

東 伯

西 伯

板 里f
-手~'j三宅A ム:y 

養蚕業指数(寅) 産比繭価(%額) 

1910年 I1900年 I1鵬 1877年

19.8 8.6 (1. 4) 

16.5 ((12.5)) 2.5 

9.6 ((4.5)) (0.0) (0.0) 

16. 7 ((7.4)) (1.7) (0.0) 

18.9 7.6 (1. 7) (0.2) 

10.2 (4.5) (0.5) (0.1) 

16.8 日5.7)) (0.4) 

19.6 23.1 25.2 22.3 

35. 7 76.5 38.9 26. 7 

19.6 24.0 31. 9 12. 1 

28.3 15.6 16.0 8.5 

30.4 15.6 17.0 (2.8) 

16.3 10. 1 6.2 5.2 

9.3 10.8 6.3 7.4 

28.3 30.4 19.7 4.0 

11. 0 9.6 6.1 (2.3) 

13.4 7. 1 (2.0) (0.2) 

18.5 7.3 (0.7) (ー)

11. 5 (0.7) (0.1) (0.0) 

10.5 (2.9) × (0.0) 

産繭量(対全国千分比) 桑園(%率) 桑収繭園反量当(貫)

1910年 I1900年 I1890年 I1877年 191日年 1909年11~年
19 

8.8 2.3 0.0 27.5 16. 7 

3.9 1.7 0.0 0.0 29.0 12.5 

3.0 1.9 0.0 0.0 8.1 11. 2 

3. 1 1.8 0.0 0.0 13‘5 13. 7 

5.5 3.1 1.7 0.0 11. 7 15.8 

2. 1 1.3 0.0 0.0 7. 1 15.0 

2.6 1.3 0.0 0.0 11. 5 15.0 

3.6 6.0 15.3 10.4 14.8 13. 7 

4.9 12.8 16.5 23.5 24.9 15.8 

2.1 4.2 11. 2 6.9 21. 0 9.0 

4.3 2.3 7.6 5.5 32.3 9.5 

4. 1 3.2 7.9 1.7 20.3 15.4 

2.2 2.3 3.3 3.6 23.3 8. 1 

2.3 3. 7 4. 7 2.6 17.6 5.9 

3.0 4.5 6.8 13.2 42.9 7.2 

2.4 2.9 3.3 5.0 16.9 7.0 

4.1 2.6 3. 1 0.0 13.8 10.4 

5.9 3. 1 0.8 一 12.2 16.0 

2. 7 0.0 0.0 0.0 10.6 10.8 

3.5 1.4 × 0.0 8. 7 12.3 
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明治年代における本邦の養蚕地域の成立

~13: 

と
産
繭
量
対
全
国
比
(
千
分
比
)
を
算
出
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
同
年
次
の
全
国
の
総
耕
地
面
積
と
産
繭
量
か
ら
算
出
し
た
平
均
的
な
養
蚕

業
指
数
は
六
・
九
貫
と
な
り
、

ま
た
、
全
国
の
総
産
繭
量
を
千
と
し
て
、
こ
れ
を
郡
の
総
数
で
除
し
た
場
合
の
近
似
値
は
大
体
二
・

O
と
な

る
。
こ
の
値
(
二
・

O
協
)

は
、
各
都
に
同
じ
程
度
に
養
蚕
業
が
発
展
し
て
い
る
場
合
の
平
均
的
な
産
繭
量
対
全
国
比
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
養
蚕
業
指
数
七
・

O
貫
以
土
、
産
繭
量
対
全
国
比
二
・

ovm以
上
と
い
う
こ
つ
の
条
件
を
み
た
す
郡
を
養
蚕
地

域
と
規
定
す
る
と
、
第
1
表
の
よ
う
に
、
岩
手
県
東
磐
井
郡
以
下
の
一
二
七
郡
が
含
ま
れ
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
郡
を
、
養
蚕
業
指
数
を

指
標
に
し
て
、
次
の
三
つ
に
分
類
す
る
。
す
な
わ
ち
七
・

O
貫
乃
至
一
四
・
九
貫
の
郡
を
低
位
養
蚕
地
域
、

一
五
・

O
貫
乃
至
二
四
・
九

貫
の
郡
を
中
位
養
蚕
地
域
、
二
五
・

O
貫
以
上
の
郡
を
高
位
養
蚕
地
域
と
す
る
o

こ
れ
ら
の
養
蚕
地
域
の
分
布
を
み
る
と
、
第
1
図
お
よ

び
第
2
表
の
よ
う
に
、
東
山
地
方
と
関
東
地
方
を
筆
頭
に
し
て
、
東
北
・
東
海
・
近
畿
の
諸
地
方
で
は
、
数
郡
又
は
、
そ
れ
以
上
の
広
域

57 

に
わ
た
る
養
蚕
地
域
が
成
立
し
て
い
る
。
殊
に
、
東
山
、
関
東
の
両
地
方
は
、
高
位
養
蚕
地
域
が
連
続
的
に
分
布
し
、
明
治
末
期
に
お
け
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北

東

陸

山

海

畿

国

国

州

東

関

北

東

東

近

中

四

九

る
本
邦
の
養
蚕
地
域
の
核
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

北
陸
・
中
国
・
四
国
・
九
州
の
各
地
方
は
郡
の
頻
度
が
少
な
く
、
そ
の
上
、

す
べ
て
低
位
型
で
、

や
っ
と
、
養
蚕
地
域
形
成
の
萌
芽
が
見
ら
れ
始
め
た

ば
か
り
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
各
養
蚕
地
域
の
分
布
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
o

先

ず
、
高
位
養
蚕
地
域
は
東
山
地
方
の
甲
府
・
上
田
・
諏
訪
・
伊
那
・
松
本

長
野
の
諸
盆
地
と
榛
名
火
山
南
部
山
麓
を
北
縁
と
し
て
南
は
多
摩
丘
陵

か
ら
丹
沢
山
地
に
ま
で
延
び
た
関
東
西
部
山
麓
地
帯
を
含
む
大
集
団
を
形

成
し
て
い
る
o

こ
の
他
に
は
、
恵
那
山
地
と
濃
尾
平
野
の
一
部
、
阿
武
隈

川
、
由
良
川
流
域
と
曹
琵
湖
北
東
部
お
よ
び
九
十
九
里
浜
の
一
部
に
散
在

の
羽
島
郡
と
九
十
九
里
浜
の
匝
瑳
郡
だ
け
で
あ
る
。

る
と
、
河
岸
段
丘
や
扇
状
地
上
に
立
地
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
山
地
ま
た
は
正
陵
地
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
沖
積
低
地
の
場
合
は
濃
尾
平
野

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
高
位
養
蚕
地
域
の
地
形
的
特
長
を
み

中
位
養
蚕
地
域
は
前
者
と
異
な
っ
て
各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
北
か
ら
述
べ
る
と
、
東
北
地
方
で
は
、
山
形
・
米
沢
・
福
島
の
諸

盆
地
と
二
本
松

E
陵
お
よ
び
阿
武
隈
山
地
の
一
部
に
分
布
す
る
o

こ
れ
ら
は
当
時
に
お
け
る
東
北
地
方
の
代
表
的
な
養
蚕
地
域
を
形
成
し

て
い
た
。
関
東
地
方
で
は
、
高
位
養
蚕
地
域
の
周
辺
部
、
す
な
わ
ち
、
北
方
で
は
、
赤
城
・
浅
間
・
草
津
白
根
等
の
上
州
各
地
の
火
山
山

麓
お
よ
び
利
根
川
上
流
部
の
沼
田
段
正
、
東
方
で
は
、
比
企
正
陵
と
武
蔵
野
台
地
に
分
布
す
る
o

東
山
地
方
で
は
、
郡
内
地
方
と
佐
久
、
や



飯
山
の
両
盆
地
、
美
濃
高
原
お
よ
び
濃
尾
平
野
の
一
部
に
分
布
し
、
前
述
し
た
高
位
地
域
の
間
隙
を
満
た
し
て
い
る
。
東
海
地
方
で
は
伊

豆
半
島
、
三
方
ケ
原
台
地
、
豊
川
流
域
お
よ
び
濃
尾
平
野
の
一
部
に
分
布
し
、
平
野
部
に
立
地
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
o

近
畿
地
方
で
は
、

雲
出
川
流
域
と
上
野
盆
地
南
部
、
琵
琶
湖
北
東
部
の
姉
川
流
域
お
よ
び
由
良
川
流
域
に
分
布
す
る
o

な
お
、
西
伯
郡
は
中
国
地
方
以
西
の

唯
一
の
中
位
養
蚕
地
域
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
形
的
に
は
、
大
山
火
山
麓
と
弓
ケ
浜
砂
丘
地
帯
に
含
ま
れ
る
o

低
位
養
蚕
地
域
は
阿
武
隈
山
地
と
そ
の
周
辺
の
台
地
、
越
後
南
部
山
地
、
常
総
台
地
、
相
模
原
台
地
、
富
士
山
南
麓
、
一
二
河
高
原
と
矢

作
川
流
域
低
地
、
丹
後
山
地
、
宇
和
山
地
お
よ
び
肥
後
台
地
に
分
布
す
る
。

(
四
)

養
蚕
地
域
の
成
立
過
程

明治年代における本邦の養蚕地域の成立

前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
末
期
の
養
蚕
地
域
を
形
成
し
て
い
た
郡
は
二
一
七
で
あ
っ
た
(
注
)
O

」
れ
ら
の
中
に
は
、
古
く
か
ら
の
養
蚕

地
帯
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
し
、
明
治
以
降
の
実
綿
の
衰
退
に
伴
っ
て
代
わ
り
に
桑
を
導
入
し
た
新
興
の
蚕
業
地
も
あ
る
o

こ
こ

一
九
一

O
年
を
起
点
と
し
て
、

一
九

O
O年、

一
八
九

O
年
と
遡
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
養
蚕
業
指
数
を
算
出
し
、

で
は
、

更
に
、

一
八
七
七
年
の
全
国
農
産
表
の
資
料
を
も
利
用
し
て
、
明
治
期
に
お
け
る
養
蚕
地
域
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

(
注
)

資
料
上
の
制
約
か
ら
岐
阜
県
の
本
巣
、
羽
島
両
郡
を
除
〈
の
で
、
以
下
は
一
二
五
郡
と
な
る
(
第
3
表
)

0

j
 

d
E
A
 
(
 
成
立
時
期
に
よ
る
養
蚕
地
域
の
分
類

先
ず
、

一
九
一

O
年
次
と
同
じ
方
法
を
用
い
て
、
各
郡
の
養
蚕
業
指
数
を
算
出
す
る
と
、
第
1
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
国
の
平
均
的
養

蚕
業
指
数
は
一
八
九

O
年
は
二
・
三
貫
、

一
九

O
O年
は
五
、
四
貫
に
す
ぎ
ず
、

い
ず
れ
も
、

一
九
一

O
年
次
の
値
よ
り
小
さ
い
。
す
な
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わ
ち
、

一
八
九

O
年
を
基
準
に
と
る
と
、

一
九
一

O
年
の
養
蚕
業
指
数
は
三
倍
に
な
り
、
こ
の
間
に
木
邦
の
養
蚕
産
業
が
著
し
く
躍
進
し



。。

第1図 明治期の養蚕地域の成立時期



た
こ
と
が
判
明
す
る
。
更
に
、

一
八
七
七
年
の
全
国
農
産
表
の
資
料
を
用
い
て
、
産
繭
価
額
比
(
全
農
産
物
生
産
価
額
中
に
占
め
る
産
繭

価
額
百
分
比
)
を
求
め
る
と
、
全
国
平
均
は
四
・

O
%と
な
る
(
注
イ
)
O

こ
れ
ら
各
年
次
毎
に
、
全
国
平
均
値
以
上
に
達
し
て
い
る
郡
を
養
蚕
地
域
(
注
ロ
〉
と
す
る
と
、
明
治
末
年
当
時
の
養
蚕
地
域
が
何
時
、

成
立
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

明治年代における本邦の養蚕地域の成立.61 

成立時期より分類した地方月IJ養蚕地域

(郡の頻度)

よ乍~11877年 1 18吋 19吋 19吋合計
東 8 1 1 21 

関 2 3 4 29 

北 4 

東 24 5 1 30 

東 2 12 5 19 

近 2 1 4 14 

中 2 2 

四 4 4 

ブL 2 2 

Z十 125焚

第3表

後岐阜県の1900年の資料なきため，本巣・羽島両君1¥の成

立時期を決定できないので，除いてある。

(
注
イ
)

明
治
十
年
全
国
農
産
表
に
は
耕
地
面
積
の
資
料
が
無
い
の
で
、

産
繭
価
額
比
を
耕
地
一
町
当
り
収
繭
量
の
代
り
に
使
用
す
る
。

た
だ
し
、
産
繭
量
対
全
国
比
二
・

O
%以
下
の
郡
は
除
外
す

る
。
第
1
表
中
《
》
で
く
く
っ
て
あ
る
。

(
注
ロ
)

幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
実
態
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
一
八
七

七
年
の
養
蚕
地
域
に
は
六
六
郡
が
含
ま
れ
る
o

従
っ
て
、
明
治
末
期

の
養
蚕
地
域
一
二
五
郡
の
う
ち
過
半
数
が
、
既
に
、
明
治
初
期
又
は

藩
政
時
代
に
お
い
て
、
養
蚕
地
域
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ら
は
蚕
業
地
と
し
て
の
歴
史
と
伝
統
を
も
っ
て
い
る
所
が

多
い
の
で
、
斯
業
の
先
進
地
域
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
分
布
の
中

心
は
本
州
中
央
部
に
あ
っ
て
、
関
東
西
部
山
麓
地
帯
か
ら
東
山
地
方

の
殆
ん
ど
全
域
を
蔽
う
大
集
団
を
な
し
て
い
る
(
第
1
図
参
照
)
0

こ

の
他
、
福
島
盆
地
を
中
心
と
し
た
阿
武
隈
川
の
流
域
か
ら
米
沢
盆
地
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に
ま
た
が
る
東
北
地
方
南
部
の
中
規
模
の
集
団
と
、
琵
琶
湖
北
東
部
の
姉
川
流
域
と
由
良
川
、
朝
来
川
流
域
地
帯
、
お
よ
び
魚
沼
山
地
と

加
賀
山
地
に
小
集
団
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
斯
業
の
先
進
地
域
に
お
け
る
明
治
末
期
に
お
け
る
発
展
段
階
を
み
る
と
、
総
数
六
六
郡
の
う
ち
、
高
位
養
蚕
地
域
二
九
郡
、

中
位
養
蚕
地
域
二
四
郡
、
低
位
養
蚕
地
域
二
ニ
郡
と
な
る
o

従
っ
て
、
古
く
か
ら
の
先
進
地
域
は
明
治
末
期
に
お
い
て
も
養
蚕
業
の
発
展

が
高
度
に
達
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
相
変
ら
ず
、
本
邦
養
蚕
業
の
核
心
地
帯
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
o

殊
に
、

関
東
、
東
山
の
二
地
方
は
こ
の
感
が
強
い
。
し
か
し
、
東
北
地
方
と
北
陸
地
方
で
は
中
位
又
は
低
位
養
蚕
地
域
に
停
滞
し
て
い
る
郡
が
多

ぃ
。
す
な
わ
ち
、
加
賀
山
地
と
魚
沼
山
地
お
よ
び
阿
武
隈
山
地
の
一
部
で
は
明
治
年
代
に
お
け
る
斯
業
の
発
展
が
遅
々
と
し
て
い
た
た
め

に
低
位
養
蚕
地
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
八
九

O
年
に
新
ら
し
く
養
蚕
地
域
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
郡
は
、
山
形
盆
地
、
阿
武
隈
山
地
の
一
部
、
甲
府
盆
地
西
部
と
身
延

山
地
、
一
二
河
高
原
、
濃
尾
平
野
北
部
等
の
よ
う
に
、
前
代
の
先
進
地
域
の
周
辺
部
に
付
着
す
る
よ
う
な
分
布
傾
向
を
示
す
。

つ
ま
り
、
先

進
地
域
の
外
延
的
拡
大
の
結
果
形
成
さ
れ
た
養
蚕
地
域
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
、
両
者
が
連
続
し
て
更
に
大
き
な
養
蚕
地
域
が
形
成
さ
れ

て
き
て
い
る
。
勿
論
、
地
方
別
に
み
る
と
、
東
海
地
方
の
よ
う
に
始
め
て
養
蚕
地
域
が
成
立
し
た
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
、
東

山
地
方
の
前
代
の
先
進
地
域
が
南
方
へ
拡
大
さ
れ
た
結
果
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
両
地
域
は
互
に
連
続
し
て
い
る
。
唯
一
の
例
外

t土

常
総
合
地
の
一
部
で
、

利
根
川
流
域
の
非
養
蚕
地
域
を
は
さ
ん
で
、

関
東
西
部
の
養
蚕
地
域
の
大
集
団
と
の
連
続
を
断
た
れ
て
い

る
o

明
治
前
期
に
成
立
し
た
こ
れ
ら
新
興
の
養
蚕
地
域
は
、
明
治
末
期
に
は
、
如
何
な
る
程
度
ま
で
発
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
つ

総
数
一
九
郡
の
う
ち
、
高
位
養
蚕
地
域
に
三
郡
、
中
位
養
蚕
地
域
に
八
郡
、
低
位
養
蚕
地
域
に
八
郡
と
な
り
、
先
進
地
域
に
比
較
す
る

と
、
概
し
て
養
蚕
業
の
発
展
が
低
い
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
興
味
深
い
の
は
、
中
位
養
蚕
地
域
に
属
す
る
山
形
盆
地
の



村
山
三
郡
の
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
は
米
沢
盆
地
(
置
賜
地
方
)

明
治
後
期
に
お

よ
り
も
遅
れ
て
養
蚕
地
域
と
な
っ
た
の
に
も
拘
ら
ず
⑦
、

け
る
発
達
が
目
覚
ま
し
か
っ
た
の
で
、
末
期
に
は
、
先
進
地
域
で
あ
っ
た
米
沢
盆
地
の
諸
郡
と
比
肩
し
得
る
程
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

近
接
し
た
地
域
に
お
い
て
、
養
蚕
業
の
発
展
速
度
に
相
違
が
見
ら
れ
る
の
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。

一
九

O
O年
に
新
ら
し
く
養
蚕
地
域
に
発
達
し
た
郡
は
二
二
郡
あ
る
。
最
も
多
く
分
布
し
て
い
る
の
は
東
海
地
方
で
、
伊
豆
半
島
、
三

方
ケ
原
、
一
二
河
高
原
の
諸
郡
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
o

こ
の
他
で
は
、
九
十
九
里
平
野
と
常
総
台
地
の
一
部
お
よ
び
利
根
川
中
流
部
右
岸
の

低
地
、
大
山
火
山
麓
と
弓
ケ
浜
に
散
在
す
る
。
明
治
前
期
迄
に
成
立
し
た
養
蚕
地
域
が
山
地
ま
た
は
盆
地
に
多
く
分
布
し
た
の
に
対
し

て
、
こ
の
時
期
の
養
蚕
地
域
に
は
台
地
ま
は
沖
積
低
地
に
位
置
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
頃
か
ら
、
養
蚕
地
域
の

明治年代における本邦の養蚕地域の成立

平
野
部
へ
の
進
出
が
目
立
ち
始
め
た
こ
と
に
な
る
o

更
に
、
分
布
の
上
に
見
ら
れ
る
著
し
い
特
長
と
し
て
は
、
従
来
の
先
進
地
域
か
ら
離

れ
た
地
区
に
独
立
し
て
存
在
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
お
よ
び
中
園
地
方
に
は
じ
め
て
養
蚕
地
域
が
発
達
し
、
西
南
日
本
へ
の
養
蚕
業
進

出
の
萌
芽
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
o

明
治
末
期
に
お
け
る
発
展
段
階
を
み
る
と
、
低
位
地
域
が
二
二
郡
で
過
半
を
し
め
て
い
る
o

し
か
し
、
三
方
ケ
原
台
地
や
三
河
高
原
等

の
東
海
地
方
の
諸
郡
で
は
、
養
蚕
業
の
普
及
発
展
が
著
し
か
っ
た
た
め
に
、
中
位
養
蚕
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
所
が
多
い
。

一
九
一

O
年
に
な
っ
て
や
っ
と
養
蚕
地
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
新
興
地
域
は
、
常
総
、
三
重
、
肥
後
の
諸
台
地
と
吉
野
川
の
河

岸
段
丘
、
上
野
盆
地
お
よ
び
宇
和
山
地
に
散
在
し
て
い
る
o

分
布
の
特
長
を
み
る
と
、
前
代
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
地
形
的
に
は
台
地
ま
た

は
沖
積
低
地
へ
、
位
置
的
に
は
西
南
日
本
へ
の
養
蚕
業
の
進
出
傾
向
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
養
蚕
地
域
は
歴
史

が
新
し
い
の
に
も
拘
ら
ず
、
養
蚕
業
が
短
期
間
の
う
ち
に
普
及
拡
大
し
た
結
果
、
例
え
ば
、
三
重
台
地
の
諸
郡
の
よ
う
に
、
北
陸
地
方
や
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東
北
地
方
の
古
く
か
ら
の
先
進
地
域
よ
り
も
高
位
の
養
蚕
業
指
数
を
示
す
場
合
も
あ
る
c
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以
上
、
明
治
年
代
を
ほ
ぼ
四
期
、
す
な
わ
ち
、
明
治
初
期
(
一
八
七
七
年
迄
)
、
前
期
(
一
八
九

O
年
迄
)
、
後
期
(
一
九

O
O年
迄
)
、

末
期
(
一
九
一

O
年
迄
)

に
分
け
て
、
養
蚕
地
域
分
布
の
概
要
を
述
べ
た
。

つ
ぎ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
養
蚕
地
域
成
立
の
事
情
を
明
ら
か
に

し
て
み
よ
う
。

(2) 

先

進

地

域

こ
れ
に
含
ま
れ
る
養
蚕
地
域
は
、
近
世
に
お
い
て
既
に
本
邦
の
代
表
的
な
養
蚕
地
帯
で
あ
っ
た
所
が
多
い
。
文
化
十
一
年
に
刊
行
さ
れ

た
「
養
蚕
絹
箭
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
主
要
蚕
業
地
と
し
て
は
、
陸
奥
、
羽
前
、
下
野
、
上
野
、
武
蔵
、
信
濃
、
甲
斐
、
美
濃
、
飛
駄
、

越
前
、
加
賀
、
若
狭
、
近
江
、
丹
後
、
丹
波
、
但
馬
の
諸
国
が
あ
げ
ら
れ
る
@
o

ま
た
、
文
化
十
年
の
武
州
多
摩
郡
の
市
附
村
々
惣
代
が
提
出
し
た
歎
願
書
に
は
、

「
一
、
武
州
多
摩
郡
高
麗
郡
入
間
郡
秩
父
郡
相
州
津
久
井
県
甲
州
都
留
郡
上
州
高
崎
藤
岡
桐
生
野
州
足
利
辺
在
々
之
儀
は
皆
山
附
谷
合
之
村
々
に
而
田

畑
狭
く
夫
食
不
足
に
候
得
ば
品
畑
畔
等
え
桑
を
植
蚕
飼
仕
、
絹
紬
等
下
品
之
端
物
織
出
し
売
方
之
儀
は
所
々
之
市
を
立
・
:
:
・
・
:
」

と
あ
り
@
、

当
時
、
関
東
山
地
お
よ
び
山
麓
の
村
々
で
は
田
畑
が
狭
く
て
食
糧
自
給
が
で
き
な
い
の
で
、
畦
畔
に
桑
を
植
え
て
蚕
を
飼

ぃ
、
絹
紬
を
織
り
、
市
を
設
け
て
脹
売
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
o
こ
れ
ら
の
資
料
に
示
さ
れ
た
近
世
の
養
蚕
業
の
立
地
条
件
の
特

長
(
山
間
地
や
河
畔
地
に
立
地
)
や
蚕
業
地
の
分
布
傾
向
は
そ
の
ま
ま
明
治
初
期
に
ひ
き
つ
が
れ
た
結
果
、
前
述
し
た
よ
う
な
先
進
地
域

が
形
成
さ
れ
た
o
た
だ
、
近
世
後
半
期
と
の
大
き
な
違
い
は
、
幕
末
の
安
政
開
港
以
降
、
生
糸
と
蚕
種
の
輸
出
が
盛
ん
に
な
り
、

し
か
も

横
浜
が
そ
の
中
心
港
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
⑩
O

そ
の
結
果
、

「
前
橋
お
よ
び
上
田
を
二
大
中
心
地
と
す
る
上
州
お
よ
び
北
信
地
方
、
福
島
を
中
心
と
す
る
岩
代
の
北
部
、
陸
前
、
羽
前

の
南
部
、
甲
州
お
よ
び
信
州
地
方
」
は
影
響
を
多
く
受
け
た
⑪
O



な
か
で
も
、
蚕
種
輸
出
の
発
展
に
刺
戟
さ
れ
て
、
岩
代
、
上
野
、
信
濃
の
各
地
に
お
け
る
蚕
種
産
地
は
著
し
く
発
展
し
た
。
例
え
ば
一

八
七
四
年
の
一
伊
太
利
人
の
養
蚕
地
方
旅
行
日
誌
に

明治年代における本邦の養蚕地峡の成立

「
武
州
上
州
何
レ
モ
利
根
川
ノ
両
岸
一
一
テ
蚕
種
ヲ
製
造
ス
此
地
ノ
養
蚕
ハ
日
本
中
ノ
最
上
ナ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
併
テ
伊
太
利
仏
蘭
西
中
ニ
モ
亦
見
サ

ル
処
ノ
モ
ノ
ナ
リ
:
:
・
中
略
・
・
:
武
州
ニ
ハ
頗
ル
巧
手
ナ
ル
養
蚕
家
ア
リ
テ
殆
ン
ト
蚕
-
一
組
ナ
キ
ニ
一
全
ル
、
該
地
ノ
養
蚕
者
ハ
別
ニ
繁
劇
ノ
事
ナ
キ
ヲ

以
テ
専
ラ
養
蚕
ヲ
業
ト
ス
比
白
伊
太
利
人
ノ
金
ニ
テ
家
ヲ
富
マ
ス
ト
云
該
県
下
ニ
テ
ハ
養
蚕
家
漸
次
ニ
増
加
ス
熊
谷
ノ
統
計
表
ニ
記
載
ス
ル
モ
ノ
ヲ
見
テ

知
ル
ベ
シ

一

八

七

二

年

養

蚕

者

千

二

百

四

十

八

人

一

八

七

三

年

同

二

千

百

二

十

九

人

前

年

ヨ

リ

多

キ

コ

ト

八

百

八

十

一

人

-

八

七

四

年

一

二

千

五

百

三

人

如
此
増
加
シ
テ
綴
マ
サ
レ
ハ
五
年
ノ
後
ニ
ハ
其
産
物
増
ス
コ
ト
十
倍
-
一
至
ル
ベ
シ
」
⑫

と
あ
る
の
を
み
て
も
、
明
治
初
頭
に
お
け
る
利
根
川
中
流
部
の
群
馬
県
佐
渡
郡
と
埼
玉
県
大
里
、
児
玉
両
郡
下
に
お
け
る
蚕
種
生
産
の
飛

躍
的
な
発
展
(
伊
太
利
人
は
五
年
間
に
十
倍
に
な
る
と
推
定
)
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
o

当
時
、
利
根
川
南
岸
の
中
瀬
、
上
手
計
、

(
い
ず
れ
も
現
在
の
大
里
郡
豊
里
村
)
か
ら
生
産
さ
れ
た
蚕
種
は
五
万

l
六
万
枚
の
多
き
に

下
手
計
、
新
戒
、
高
島
、
血
洗
島
等
の
村
々

い
づ
れ
も
横
浜
港
へ
積
出
さ
れ
た
⑬
O

他
の
蚕
種
生
産
地
も
こ
れ
と
同
様
に
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、

達
し
、
好
況
は
永
続
き
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
蚕
種
輸
出
の
有
利
性
に
お
ぼ
れ
て
粗
製
濫
造
に
は
し
っ
た
結
果
、
自
ら
衰
退
を
招
く
こ
と
に

一
八
七
三
年
乃
至
は
七
四
年
頃
を
ピ
l
ク
と
し
て
年
毎
に
輸
出
は
減
少
し
て
い
っ
た
。

一
八
七
七
年
と
い
う
年
は
、
正
に
隆
盛
を

な
り
、
極
め
た
安
政
以
降
の
蚕
種
輸
出
が
衰
退
へ
向
う
の
が
決
定
的
と
な
り
、
ま
た
、
旧
式
座
繰
に
よ
る
生
糸
の
輸
出
も
衰
退
し
て
い
く
と
い
う

65 

二
重
の
打
撃
に
襲
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
の
下
に
成
立
し
た
先
進
地
域
の
中
心
は
近
世
以
降
の
蚕
種
生
産
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

当
時
の
代
表
的
な
蚕
業
地
で
あ
っ
た
伊
達
、
置
賜
、
多
野
、
佐
波
、
小
県
等
の
諸
郡
は
い
ず
れ
も
近
世
に
お
け
る
蚕
種
生
産
地
で
あ
り
⑬

⑮
⑬
@
ω
、
安
政
開
港
以
降
更
に
一
一
層
の
発
展
を
遂
げ
た
地
方
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
事
例
は
、
明
治
年
代
の
代
表
的
な
養
蚕
地
域
は
近
世
後

半
期
以
降
の
蚕
種
産
地
を
中
心
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
良
く
表
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
丹
波
、
丹
後
、
但
馬
、
近
江
、
飛
駄
、
越
前
、
加
賀
な
ど
の
諸
地
方
は
近
世
後
半
期
以
降
の
伝
統
的
な
蚕
業
地
で
あ

っ
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
横
浜
港
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
た
め
に
、
生
糸
お
よ
び
蚕
種
輸
出
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
、
そ
の
後
の

発
展
も
停
滞
し
て
い
た
o

例
え
ば
、
飛
駄
山
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治
初
期
の
斐
太
後
風
土
記
に
よ
れ
ば
、
吉
城
郡
古
川
町
方
村
(
現

在
の
古
川
町
)

の
項
に
@
、

「
蚕
飼
は
こ
の
村
に
限
ら
ず
、
圏
中
村
々
押
控
て
百
年
一
別
に
競
ひ
て
は
一
階
に
も
な
り
ぬ
べ
し
、
此
の
村
に
て
は
糸
ひ
き
紬
を
織
り
、
宣
(
綿
を
製
て
生

計
と
す
、
郷
中
及
他
郷
よ
り
も
繭
を
買
て
し
か
せ
り
・
:
:
中
路
:
・
:
桑
は
川
の
東
北
方
に
能
く
応
ひ
て
当
村
は
殊
に
繁
茂
せ
り
」

と
あ
り
、
当
時
、
吉
城
郡
一
帯
で
は
養
蚕
が
か
な
り
普
及
し
て
い
て
、
古
川
町
方
村
へ
は
周
辺
の
村
々
か
ら
繭
が
出
荷
さ
れ
た
こ
と
、
宮

川
沿
い
の
土
地
に
桑
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
一
不
さ
れ
て
い
る
o

し
か
し
、
こ
の
地
方
の
養
蚕
の
発
展
速
度
は
極
め
て
遅
く
、
百
年
前
に

比
し
て
や
っ
と
二
倍
に
な
る
程
度
に
す
ぎ
ず
、
前
述
し
た
利
根
川
中
流
部
の
目
覚
ま
し
い
発
展
に
比
較
し
て
、
極
め
て
停
滞
的
で
あ
っ
た
。

他
の
地
方
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
第
1
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
吉
城
、
能
美
、
大

野
、
東
浅
井
、
養
父
な
ど
の
諸
郡
は
養
蚕
地
域
と
し
て
の
地
位
を
逐
年
低
下
し
て
い
っ
た
。

(3) 

明
治
前
期
の
新
興
地
域

蚕
種
輸
出
の
急
激
な
衰
退
と
旧
式
座
繰
か
ら
改
良
式
座
繰
へ
の
転
換
お
よ
び
洋
式
器
械
製
糸
技
術
の
導
入
、
生
糸
輸
出
の
発
展
@
な
ど



に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
時
代
的
背
景
の
下
に
成
立
し
た
当
時
の
養
蚕
地
域
は
、
立
地
条
件
や
歴
史
的
伝
統
な
ど
の
点
よ
り
み
る
と
、

次
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、
前
代
に
成
立
し
た
先
進
地
域
と
類
似
し
た
特
長
を
持
っ
た
地
域
で
、
山
形
盆
地
、

阿
武
隈
山
地
、
恵
那
山
地
お
よ
び
由
良
川
流
域
に
分
布
す
る
。
そ
の
う
ち
、
山
形
盆
地
に
つ
い
て
み
る
と
、
山
形
県
農
事
調
査
書
@
に
よ

れ
ば
、

明治年代における本邦の養蚕地域の成立

「
県
下
蚕
糸
業
の
旧
且
つ
盛
な
る
は
置
賜
地
方
と
す
、
い
ま
こ
の
起
源
を
一
系
む
る
に
、
こ
の
由
来
す
る
一
所
極
め
て
遠
く
、
そ
の
年
月
詳
な
ら
ず
と
雛
も

云
々
:
:
:
中
略
:
:
:
明
和
年
間
藩
主
上
杉
、
治
憲
大
に
ら
を
殖
産
に
労
し
、
富
国
の
大
本
を
定
む
、
国
老
竹
股
莱
又
深
く
国
産
奨
励
の
忽
に
す
べ
か
ら
ざ

る
を
感
じ
、
治
昼
間
山
を
輔
け
て
国
産
の
隆
興
を
図
れ
り
、
即
ち
、
養
蚕
家
に
資
本
を
貸
付
し
、
或
は
養
蚕
手
引
草
を
一
者
は
し
四
民
に
頒
布
し
以
て
蚕
業
を

奨
励
せ
り
、
・
:
:
中
川
町
・
:
置
賜
地
方
蚕
糸
の
業
盛
な
る
に
従
ひ
、
漸
く
隣
郡
を
風
化
し
、
村
山
、
最
上
の
各
都
に
於
て
も
蚕
糸
業
に
従
事
す
る
者
漸

く
増
加
せ
り
、
降
て
明
治
初
年
海
外
貿
易
の
途
愈
ミ
聞
け
生
糸
蚕
種
の
輸
出
益
々
盛
な
る
に
及
び
其
一
収
益
昔
日
に
倍
徒
す
る
を
以
て
人
々
其
製
造
に
従

事
:
・
:
以
下
略
」

と
あ
り
、
村
山
地
方
が
置
賜
地
方
の
蚕
業
の
発
展
に
刺
戟
さ
れ
て
後
か
ら
蚕
業
を
導
入
し
た
こ
と
、
明
治
初
期
の
蚕
種
輸
出
の
発
展
に
伴

な
っ
て
、
蚕
種
製
造
業
者
が
増
加
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
o
置
賜
地
方
は
先
進
地
域
に
、
村
山
地
域
は
明
治
前
期
の
新
興
地
域
に
区
分

さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
上
述
し
た
よ
う
に
こ
の
両
地
域
の
聞
に
は
構
造
上
の
大
き
な
差
は
な
く
、
明
治
初
期
の
代
表
的
作
物
は
い
ず
れ
も
桑

で
あ
っ
た
@
o

こ
れ
に
対
し
て
、
常
総
台
地
と
濃
尾
平
野
の
一
部
に
は
、
文
字
通
り
新
興
の
養
蚕
地
域
が
成
立
し
た
。

一
八
七
七
年
の
資
料
よ
り
代
表

的
な
特
用
作
物
を
求
め
て
み
る
と
、
茨
城
郡
は
菜
種
、
新
治
郡
お
よ
び
丹
羽
、
葉
栗
両
郡
は
実
綿
と
な
っ
て
い
て
@
、

当
時
こ
れ
ら
の
地

方
で
は
未
だ
養
蚕
は
極
め
て
不
振
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
産
繭
価
額
比
に
つ
い
て
み
る
と
、
茨
城
郡
は

0
・
一
二
%
、
丹
羽
郡
は
一
・
七

67 

%
、
葉
栗
郡
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
な
お
、
甲
府
盆
地
西
部
の
巨
摩
郡
は
明
治
初
期
に
お
い
て
は
実
綿
が
代
表
的
特
用
作
物
で
、
繭
は
第
二
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位
と
な
っ
て
い
て
、
両
者
が
併
存
し
て
い
た
が
、
類
型
上
は
、
新
興
地
域
に
類
似
す
る
。

(4) 

明
治
後
期
の
新
輿
地
域

明
治
後
期
は
器
械
製
糸
の
確
実
な
発
展
と
製
糸
業
の
輸
出
産
業
と
し
て
の
地
位
の
確
立
お
よ
び
秋
蚕
の
普
及
の
は
じ
ま
り
な
ど
に
よ
っ

て
特
長
づ
け
ら
れ
る
@
o

特
に
、
秋
蚕
は
労
力
配
分
上
、
稲
作
の
繁
忙
期
と
か
ち
合
う
こ
と
が
少
な
い
た
め
に
、
そ
の
普
及
は
、
養
蚕
業

の
水
田
地
帯
へ
の
進
出
を
可
能
な
ら
し
め
た
重
要
な
条
件
と
な
っ
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
@
o

当
時
に
お
け
る
全
国
の
蚕
期
別

産
繭
比
率
の
推
移
を
み
る
と
、

一
八
八
六
年
に
は
、
春
蚕
七
二
%
、
夏
蚕
二
四
%
、
秋
蚕
四
%
で
あ
っ
た
。

一
八
九

O
年
に
お
い
て
も
そ

の
比
率
は
殆
ん
ど
変
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
、
七
三
%
、
二
一
%
、
六
%
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
秋
蚕
の
比
率
が
高
く
な
り
、

八
九
五
年
以
降
は
一

O
Mを
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

一
九

O
O年
に
は
、
春
蚕
七
四
%
、
夏
蚕
一
四
%
、
秋
蚕
二
一
%
と

工
っ
こ
o

チ
J

争
J

一
方
、
明
治
維
新
以
降
資
本
主
義
の
農
村
へ
の
惨
透
に
伴
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
自
給
作
物
、
工
芸
作
物
の
衰
退
も
は
っ
き
り
現
わ
れ

て
き
た
。
そ
の
契
機
を
な
し
た
の
は
、

一
八
九
六
年
の
輸
入
綿
花
に
対
す
る
関
税
の
廃
止
で
あ
っ
た
⑫
O

こ
れ
に
よ
っ
て
、
園
内
産
の
実

綿
の
衰
退
は
決
定
的
と
な
り
、
従
来
の
綿
作
地
は
新
し
い
商
品
作
物
を
導
入
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
時
代
を
背
景
に
し
て
成
立
し
た
養
蚕
地
域
は
明
治
初
期
に
は
ど
の
よ
う
な
農
業
構
造
を
示
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

J¥ 
P七

七
年
の
全
国
農
産
表
に
よ
っ
て
、
当
時
の
代
表
的
作
物
を
求
め
て
み
る
と
、
実
綿
と
米
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
結
城
、
南
巨
摩
、
西
春
日

井
、
中
島
、
幡
豆
、
額
田
、
西
加
茂
、
宝
飯
、
西
伯
の
九
郡
で
は
実
綿
が
、
又
、
北
埼
玉
、
山
武
、
賀
茂
、
田
方
、
駿
東
、
東
伯
の
六
郡

で
は
米
、
が
代
表
的
作
物
と
な
っ
て
い
る
@
o

そ
の
他
に
は
、
薦
、
甘
庶
、
茶
、
菜
種
、
煙
草
が
代
表
的
作
物
と
な
っ
て
い
る
郡
が
一
つ
づ

つ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。



そ
の
う
ち
、
三
河
地
方
の
各
都
と
西
伯
郡
は
、
明
治
初
期
に
は
摘
の
生
産
は
殆
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
僅
か
二

O
年
の

聞
に
、
養
蚕
業
指
数
が
一

0
・
0
貫
以
上
に
達
し
、
産
繭
量
対
全
国
比
も
コ

7
0
l五
・

ovmに
達
し
た
こ
と
は
、
正
に
驚
異
的
な
発
展

で
あ
る
o

例
え
ば
、
幡
豆
郡
と
額
田
郡
の
明
治
十
年
の
実
綿
産
額
は
そ
れ
ぞ
れ
二
七
八
万
斤
、

一
六
九
万
斤
で
、
全
国
実
綿
総
産
額
九
四

四
七
万
斤
の
二
九
・
三
紙
、

一
七
・
九
%
を
占
め
、
養
蚕
業
に
お
け
る
東
浅
井
郡
(
二
三
・
五
%
)
や
北
甘
楽
郡
(
一
六
・
一
括
)
に
対

比
さ
れ
る

(5) 綿
作
の
中
J心
地
で
あ
っ
た
O 

明
治
末
期
の
新
興
地
域

こ
の
時
代
も
、
前
代
と
同
様
に
、
生
糸
輸
出
の
一
層
の
発
展
、
器
械
製
糸
の
発
展
、
秋
蚕
の
普
及
、
実
綿
そ
の
他
の
工
芸
作
物
の
急
激

明治年代における本邦の養蚕地域の成立

な
衰
退
と
桑
の
激
増
に
よ
っ
て
特
長
づ
け
ら
れ
る
⑧
O

こ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
の
下
に
成
立
し
た
新
興
地
域
は
当
時
と
し
て
は
最
も
新
ら
し
い
養
蚕
地
域
で
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
養

蚕
は
極
め
て
不
振
で
あ
っ
て
、
実
綿
(
筑
波
、
東
春
日
井
、
八
名
の
三
郡
)
や
菜
種
(
三
重
、
鈴
鹿
、
阿
山
、
名
賀
、
菊
池
の
五
郡
)
を

は
じ
め
と
し
て
、
茶
(
富
士
、
鹿
本
両
郡
)
、
煙
草
(
中
、
南
設
楽
両
郡
)
、
藍
(
匝
瑳
、
板
野
両
郡
)
な
ど
の
様
々
な
工
芸
作
物
が
代
表

的
な
作
物
と
な
っ
て
い
た
o

こ
れ
ら
の
諸
郡
は
い
ず
れ
も
、
明
治
初
期
の
特
用
作
物
が
後
期
以
降
衰
退
し
て
い
っ
た
跡
作
物
と
し
て
桑
が

進
出
し
た
地
域
で
、
地
方
別
に
み
る
と
、
東
海
以
西
の
西
南
日
本
に
、
地
形
別
に
み
る
と
、
台
地
ま
た
は
低
地
に
位
置
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。

(
五
)

明
治
末
期
の
養
番
地
域
の
蚕
業
構
造
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以
上
、
主
と
し
て
養
蚕
業
指
数
の
発
展
段
階
に
も
と
づ
い
て
、
本
邦
の
養
蚕
地
域
成
立
の
概
要
を
述
べ
た
。
最
後
に
、
養
蚕
業
指
数
の
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構
成
要
素
で
あ
る
桑
園
(
耕
地
面
積
中
に
占
め
る
桑
園
の
比
率
)
と
桑
園
反
当
収
繭
量
を
用
い
て
、
明
治
末
期
の
各
養
蚕
地
域
の
性
格
を

明
ら
か
に
し
よ
う
。

第
1
表
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
桑
園
反
当
収
繭
量
は
地
方
毎
に
か
な
り
良
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
c

例
え
ば
、
東
北
地
方
の
各
郡
は
大

部
分
が
五
・
O
貫

t
九
・
O
貫
の
聞
に
あ
り
、
九
地
方
の
中
で
最
低
で
あ
る
。
関
東
地
方
の
諸
郡
は
養
蚕
地
域
と
し
て
の
成
立
時
期
や
地

形
的
条
件
の
相
違
に
応
じ
て
、
利
根
郡
の
四
・
四
貫
を
最
低
と
し
て
、
最
高
の
匝
瑳
郡
の
一
四
・
二
貫
に
至
る
ま
で
、

か
な
り
の
差
が
あ

る
が
、
七
貫
l
一
一
貫
の
聞
に
在
る
郡
が
多
い
。
東
山
地
方
も
同
様
に
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
山
地
に
所
在
す
る
南
都
留
郡

の
三
・
七
貫
を
最
低
と
し
て
、
最
高
は
羽
島
郡
の
ご
二
貫
に
及
ぶ
が
、
概
し
て
、

一
O
貫

t
一
五
貫
の
郡
が
多
い
。
東
海
地
方
は
、
東
部

の
伊
豆
半
島
か
ら
岳
麓
地
方
に
か
け
て
は
、
七
貫
台
の
郡
が
多
い
。

一
方
、
西
部
の
三
方
ケ
原
、
コ
一
河
地
方
、
濃
尾
平
野
の
諸
郡
は
こ
れ

よ
り
遥
か
に
高
水
準
に
達
し
、

東
春
日
井
郡
の
二
四
貫
を
筆
頭
と
し
て
、

一
五
貫

1
二
O
貫
の
郡
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
。

」
こ
は
当

時
、
本
邦
養
蚕
地
域
の
中
で
最
高
の
生
産
力
水
準
に
達
し
て
い
た
。
近
畿
地
方
で
は
、
一
二
重
台
地
と
姉
川
流
域
は
、
東
海
地
方
に
匹
敵
す

る
水
準
に
あ
っ
た
が
、
由
良
川
、
朝
来
川
流
域
の
三
丹
地
方
は
一
O
貫
以
下
の
低
水
準
の
郡
が
多
か
っ
た
。
中
国
、

四
国
、
九
州
の
各
地

方
は
一
O
貫
内
外
の
郡
が
多
く
、
新
興
の
養
蚕
地
域
で
あ
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
生
産
力
水
準
は
割
合
に
高
い
。

一
方
、
桑
園
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
秩
父
郡
の
五
三
・
七
%
を
筆
頭
に
し
て
、
最
低
は
大
野
郡
の
六
・
八
%
に
至
る
ま
で
、
様
々
で
あ

る
。
分
布
の
特
色
と
し
て
は
、
地
方
に
よ
る
差
が
大
き
い
と
同
時
に
又
、
同
一
地
方
で
も
山
地
と
台
地
ま
た
は
沖
積
地
な
ど
の
地
形
的
条

件
に
よ
る
相
違
が
著
し
い
。
す
な
わ
ち
、
地
方
別
に
み
る
と
、
東
北
、
関
東
、
東
山
の
三
地
方
で
高
く
、
東
海
、
近
畿
の
両
地
方
お
よ
び

そ
れ
以
西
の
地
方
で
低
い
。

つ
ま
り
、
東
北
日
本
で
高
く
、
西
南
日
本
で
低
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
又
、
地
形
別
に
み
る
と
、
例
え
ば

閣
東
地
方
で
は
、
秩
父
、
多
野
、
北
甘
楽
、
利
根
、
津
久
井
等
の
山
地
郡
は
何
れ
も
四
O
%
以
上
の
高
率
を
示
す
が
、
北
埼
玉
、
結
城
、



筑
波
、
山
武
、
新
治
、
印
施
、
匝
瑳
な
ど
の
洪
積
台
地
ま
た
は
沖
積
低
地
の
諸
郡
は
一
O
男
乃
至
は
そ
れ
以
下
の
低
率
に
止
ま
っ
て
い

る。
以
上
、
述
べ
た
よ
う
に
、
桑
園
反
当
収
繭
量
は
濃
尾
平
野
に
お
い
て
最
も
高
水
準
に
達
し
、
こ
こ
か
ら
東
北
方
向
ま
た
は
西
南
方
向
へ

遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
順
々
に
低
下
し
て
い
く
の
に
対
し
て
、
桑
園
率
は
東
北
日
本
に
高
く
て
西
南
日
本
に
低
く
、
そ
の
上
、
地
形
別
に
は

山
地
で
高
く
台
地
や
低
地
で
低
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
布
傾
向
の
多
様
性
は
、
養
蚕
業
指
数
の
分
布
を
複
雑
に
さ

せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

明治年代における本邦の養蚕地域の成立
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地方名

71 

東

関

東

東

近

養
蚕
地
域
全
体
に
つ
い
て
、
養
蚕
業
指
数
と
桑
園
お
よ
び
桑
園
反
当
収
繭
量
の
結
合
関
係
を
述
べ

る
の
は
繁
雑
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
中
位
養
蚕
地
域
を
と
り
出
し
て
み
よ
う
。
中
位
養
蚕
地
域

に
含
ま
れ
る
各
郡
の
桑
園
率
と
桑
園
反
当
収
繭
量
の
平
均
を
求
め
る
と
、
第
4
表
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
養
蚕
業
指
数
一
五
・
O
貫
1
二
四
・
九
貫
の
中
位
養
蚕
地
域
の
構
造
を
み
る
と
、
東
北

地
方
で
は
、
二
一
O
%
の
桑
園
率
と
七
貫
の
反
当
収
繭
量
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
関
東
で
は

二
六
%
、
九
貫
、
東
山
で
は
二
一
男
、
一
O
貫
、
東
海
で
は
二
O
%
、
一
七
貫
、
近
畿
で
は
一
五
%
、

一
二
貫
と
な
り
、
前
述
し
た
桑
園
率
と
反
当
収
繭
量
の
分
布
の
地
域
性
が
明
瞭
に
現
わ
れ
て
く
る
。

高
位
養
蚕
地
域
と
低
位
養
蚕
地
域
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
蓋
し
、

同
一
地
方
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
中
位
養
蚕
地
域
の
桑
園
率
が
高
く
な
る
と
高
位
養
蚕
地
域
に
、
低
く

な
る
と
低
位
養
蚕
地
域
に
転
ず
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
o

以
上
の
考
察
か
ら
、
本
邦
の
養
蚕
地
域
は
構
造
的
特
長
よ
り
つ
ぎ
の
三
つ
に
類
別
で
き
る
。
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そ
の
一
つ
は
低
位
の
生
産
力
水
準
と
高
位
の
桑
園
率
の
結
合
し
た
型
で
、
東
北
、
関
東
の
両
地
方
に
広
く
分
布
す
る
。
こ
れ
を
東
北
日

本
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
c

他
は
、
高
位
の
生
産
力
水
準
が
中
位
ま
た
は
低
位
の
桑
園
率
と
結
合
し
て
い
る
型
で
、
濃
尾
平
野
を
中
心
と

各地域類型の代表例

名 査期別産繭比率附 091昨)!峨酔(%) 

|春蚕!夏蚕|秋蚕(附年)

|伊達 65.6 0.3 34. 1 2.3 
東北 東置賜 69.8 8.4 21. 8 83.8 
日本 i利 根 、ーーーー一可-ーーー〆

75.3 24. 7 48.5 

!東山梨l64.3 1.0 34.7 × 

東山|小 県 59. 7 15.9 24.4 × 

|上伊那 41. 9 33.8 24.3 × 

|丹羽 54.8 23. 1 22.1 × 
西南|東浅井

日本 i何 鹿

48.8 44. 1 7. 1 13.2 

56.1 8.8 35.1 39.2 

第 5表

し
て
東
海
、
近
畿
地
方
に
多
く
、
中
国
、

四
国
、
九
州
の
各
地
域
は
そ
の
萌
芽

形
態
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

'
」
れ
を
西
南
日
本
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
中
間
の
型
、

つ
ま
り
、
中
位
ま
た
は
高
位
の
生
産
力
水
準
と
中
位
ま
た
は

高
位
の
桑
園
率
と
が
結
合
し
て
い
る
の
は
、
東
山
地
方
に
多
い
の
で
、
東
山
型

と
呼
ぶ
。
」
の
よ
う
な
地
域
類
型
を
分
化
発
生
さ
せ
た
条
件
と
し
て
は
養
蚕
地
域
と
し

て
成
立
し
た
時
期
の
新
旧
、
桑
園
の
仕
立
法
、
蚕
期
別
産
繭
比
率
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
c

い
ま
、
各
類
型
の
典
型
的
な
例
と
し
て
、
伊
達
、
東
置
賜
、
利
根

(
以
上
東
北
日
本
型
)
、
東
山
梨
、
小
県
、
上
伊
那
(
以
上
東
山
型
)
、
丹
羽
、

東
浅
井
、
何
鹿
(
以
上
西
南
日
本
型
)

の
九
郡
を
選
び
出
す
と
第

5
表
の
よ
う

に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
東
北
型
の
諸
郡
で
は
、
立
通
桑
園
が
多
く
て
、
年
聞
の

産
繭
量
の
七
割
内
外
が
春
蚕
期
に
生
産
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
生
産
力
水
準
は

低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
山
型
と
西
南
日
本
型
で
は
夏
秋
蚕
期

の
産
繭
量
が
全
体
の
五
割
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
達
L
て
い
る
こ
と
が
生
産
力
水

準
を
高
く
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
c

資
料
的
な
裏
付
け
は
で
き
な
い
が
、



東
山
型
と
西
南
日
本
型
の
各
都
は
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
根
刈
桑
園
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
成
立
時
期

よ
り
み
る
と
、
東
北
日
本
型
と
東
山
型
は
古
い
伝
統
を
有
す
る
先
進
地
域
で
、
西
南
日
本
型
は
新
興
の
養
蚕
地
域
で
あ
る
c

結
果
、

明治年代における本邦の養蚕地域の成立73 

(
ム
ハ
)

結

語

以
上
、
養
蚕
業
指
数
と
い
う
新
し
い
指
標
を
用
い
て
、
明
治
年
代
に
お
け
る
本
邦
養
蚕
地
域
の
成
立
過
程
の
概
要
を
考
察
し
た
。
そ
の

つ
ぎ
の
諸
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

)
 

4
』

i(
 
明
治
年
代
に
お
け
る
養
蚕
地
域
の
分
布
の
中
心
は
東
山
地
方
と
関
東
地
方
西
部
に
あ
り
、
西
南
日
本
へ
の
進
出
は
未
だ
顕
著
で
九

か
っ
た
。

(2) 

し
か
も
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治
初
期
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
時
代
に
属
す
る
郡
が
全
体
の
過
半
を
占
め
て
い
た
。

(3) 

こ
れ
ら
先
進
地
域
の
う
ち
の
核
心
を
な
し
て
い
た
の
は
近
世
後
半
期
以
降
の
伝
統
的
な
蚕
種
地
帯
で
あ
っ
た
。

(4) 

養
蚕
地
域
の
成
立
過
程
と
地
域
の
蚕
業
構
造
の
特
長
か
ら
、
明
治
年
代
の
養
蚕
地
域
は
、
東
北
日
本
型
、
東
山
型
、
西
南
日
本
訓

の
三
大
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
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基
礎
資
料
一
九
六
一
年

)
九
五
六
年
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新
井
寿
郎
埼
玉
県
の
養
蚕
地
域
の
変
貌
埼
玉
大
学
紀
要
第
十
二
巻
一
九
六
三
年

新
井
寿
郎
本
邦
養
蚕
業
の
生
産
力
の
地
域
的
発
展
埼
玉
大
学
紀
要
第
十
巻
一
九
六
一
年

本
位
田
祥
男
・
早
川
卓
郎
東
亜
の
蚕
糸
業
一
九
四
三
年
二
九
頁

斎
藤
叶
吉
山
形
県
に
お
け
る
桑
園
分
布
の
変
化
地
評
第
三

O
巻
第
十
一
号
一
九
五
七
年

高
橋
亀
吉
日
本
蚕
糸
業
発
達
史
(
上
)
一
九
四
一
年
一
七
九

l
一
八

O
頁

前

掲

③

一

七

九

頁

前

掲

③

五

七

l
七
O
頁

前

掲

③

一

一

O
頁

農
林
省
農
務
顛
末
第
三
巻
一
九
五
五
年
一

O
一
二
頁

新
井
寿
郎
明
治
以
降
の
埼
玉
県
養
蚕
業
の
推
移
(
埼
玉
県
蚕
糸
業
史
第
一
篇
第
二
章
第
一
節
)

庄
司
吉
之
助
明
治
維
新
の
経
済
構
造

高
橋
幸
八
郎
・
古
島
敏
雄
養
蚕
業
の
発
達
と
地
主
制

山
形
県
明
治
廿
一
年
山
形
県
農
事
調
査
書

群
馬
県
蚕
糸
業
史
編
纂
委
員
会
群
馬
県
蚕
糸
業
史
(
下
巻
)

農
業
発
達
史
調
査
会
長
野
県
養
蚕
業
史
一
九
五
一
年

富
田
礼
彦
斐
太
後
風
土
記
巻
之
十
一
(
大
日
本
地
誌
大
系
)

前

掲

③

三

五

了

t
一
二
五
三
頁

前

掲

⑮

前

掲

②

前

掲

⑦

前

燭

③

前

掲

①

前

掲

①

前

掲

②

四
五
六
、
〈
四
五
九
頁

七
九
頁

一
五
五

1
一
五
六
頁

七
頁

一
九
六

O
年
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二
三
七

1
二
五
七
頁

前前

掲掲

②①  

(
追
記
)第
1
表
中
、
次
の
各
府
県
は
一
八
九
O
年
又
は
一
九
C
C年
の
資
料
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
近
い
年
次
の
資
料
を
利
用
し
た
。
(

内
は
そ
の
年
次
を
示
す
。

岩
手
県
(
一
九
O
一
年
)
、
茨
城
県
(
一
八
九
二
年
、
一
九
O
一
年
)
、
新
潟
県
(
一
九
O
二
年
)
、
石
川
県
こ
九
C
一
年
)
、
福
井
県
(
一

九
O
二
年
)
、
三
重
県
(
一
九
O
一
年
)
、
愛
媛
県
(
一
九
O
一年)。




